
会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 2 1 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 8 8 9 ％
ⅱ 0 0 14 ％
ⅲ 25 36 53 ％

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 632,826 757,118
国支出金（千円） 39,277 73,584
県支出金（千円） 0 0
市債その他（千円） 330,900 567,900
一般財源（千円） 262,649 115,634

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 532,315

H30⇒R1繰越 272,151

補正 743,417

流用・充当

250,844

③達成状況 未完了
現年分 506,274

④未完了・非着手の理由
12月及び3月補正予算で追加した道野辺小体育館改
修工事、鎌ケ谷小・南部小・東部小・西部小・道野辺
小・五本松小・鎌ケ谷中トイレ改修工事を繰越した為。 令和2年度への繰越額（単位；千円） 683,717

②計画に対する事業実績
計画どおり実施した。
その他トイレ改修工事の設計を行った。

1,547,883 1,547,883 757,118

H30から
の繰越

③上記評価の理由 　施設の老朽化に伴い、改修ペースを前倒しする必要がある。

①令和元年度の計画
道小校舎外壁・屋上防水改修工事、東
部小トイレ改修工事　ほか

令和元年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

①課題 　施設の老朽化に伴い、事業の進捗ペースを速める必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

64,878 西部小トイレ改修工事 970,400
63,580 北部小トイレ改修工事 146,589

111,479 道小校舎外壁屋上改修工事 140,387
66,286 東部小トイレ改修工事 0

実施校生徒数/全生徒数

その他工事に関する生徒/全生徒 実施校生徒数/全生徒数

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 1,257,376

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　施設の建設時期が一定期間に集中していることから、全体的に老朽化が進んでい
る。

①令和元年度の事
業の成果

　予定した事業を全て計画通りに完了し、学習環境の向上を図った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

校舎工事に関する生徒/全生徒 実施校生徒数/全生徒数
体育館工事に関する生徒/全生徒

①目的 小中学校校舎・体育館
意図（対象をどう
するのか）

学習環境の向上を図る

②事務事業の概要 　老朽化した施設、設備等について、計画的に改修を行い、学習環境の向上を図る。

施策 132生きる力を育てる義務教育の充実 﨑田　浩史

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　小学校のトイレ改修工事、道野辺小学校
の校舎外壁屋上改修工事の際に建具等
附帯設備の改修を行う。 ③令和2年度

に取組む改
革・改善内容

　小中学校のトイレ改修工事、道野辺
小学校の体育館改修工事の際に建
具等附帯設備の改修を行う。②①に

基づく
取組み
結果

　鎌ケ谷小・東部小・西部小・北部小・初富小
（２系統）のトイレ改修工事、道野辺小校舎外
壁屋上改修工事の際に老朽化した建具の改修
を併せて行った。

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 義務教育施設維持補修事業

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 教育総務課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 3 1 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度

単位

ⅰ 32 100 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 4,234 5,948
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 4,234 5,948

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 11,804

H30⇒R1繰越 0

補正 -5,810

流用・充当 0

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 義務教育施設楽器更新事業

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 教育総務課

施策 132生きる力を育てる義務教育の充実 﨑田　浩史

①前回
の評価
で掲げ
た内容

小中学校９校の楽器更新を行うとともに、
全小中学校のグランドピアノについて、
リース方式（６年間）により更新を行う。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

令和２年度は、中学校５校の楽器更
新を行うとともに、令和元年度に
リース方式により更新した全小中学
校のグランドピアノについて、賃借
料の支払いを行う。

②①に
基づく
取組み
結果

小学校９校において、楽器の更新を行うと
ともに、全小中学校のグランドピアノにつ
いて、リース方式により更新を行った。

①目的 小中学校
意図（対象をどう
するのか）

学習環境の向上を図る

②事務事業の概要
　小中学校において、購入から年数が経過し、老朽化が進んでいる楽器の更新を
行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　小中学校の楽器については、購入から年数が経過し全体的に老朽化が進んでお
り、学校及び保護者等からは更新（改修）の要望が寄せられている。

①令和元年度の事
業の成果

小学校９校において、楽器の更新を行うとともに、全小中学校のグランドピアノにつ
いて、リース方式により更新を行った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

実施校生徒/全生徒 実施校生徒数/全生徒数

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 10,556

4,455 楽器購入
1,493 グランドピアノ借上料

ⅳ効率性 3高い

10,556

計画事業費 予算額 決算額

①課題
学校施設における楽器については老朽化が著しいことから、計画的に更新を行っ
ていく必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充

計画どおり実施した。
5,994 5,994 5,948

H30から
の繰越

③上記評価の理由 引き続き、計画的に更新していく必要がある。

①令和元年度の計画
小学校９校の楽器更新及び
グランドピアノの更新（リー

令和元年度事業費の状況（単位；千円）

0

③達成状況 完了
現年分 5,948

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 3 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度

単位

ⅰ 172 148 157 人
ⅱ 27.2 42.7 32.5 %
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 31,587 31,775
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 31,587 31,775

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 34,779
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 特別支援教育推進事業

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課

施策 132生きる力を育てる義務教育の充実 新泉　貴久

①前回
の評価
で掲げ
た内容

特別支援教育推進指導教員（ほほえみ先
生）の研修と、心理発達相談員による迅速
かつ専門的な指導を行う。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

特別支援教育推進指導教員（ほほ
えみ先生）の専門性向上を図るため
に市教育委員会指導訪問および要
請訪問時に授業研究、協議会を実
施。また、市内全１４校で１学期と２
学期に各１回心理発達相談員によ
る巡回相談を実施し、専門的な指
導・助言を行う。

②①に
基づく
取組み
結果

年４回の特別支援教育推進指導教員の研修会にて
事例報告やグループ協議、情報交換を積極的に取
り入れた。心理発達相談員による巡回相談を市内
全１４校で複数回実施した。

①目的
特別支援教育が必要と思わ
れる市内児童生徒

意図（対象をどう
するのか）

特別支援教育が必要と思われる児童生徒
個々のニーズに応じたきめ細かな指導を行
う。

②事務事業の概要
市内小中学校に１名ずつ（大規模校２名）ずつ特別支援教育推進指導教員（ほほえ
み先生）を配置し、通常学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒に対してきめ
細かな教育支援を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

特別な支援の必要な児童生徒は年々増加傾向にある。インクルーシブ教育システ
ムの構築に向け、多様化する個々のニーズに応じた専門的な指導やきめ細やかな
支援体制づくりがさらに求められる。

①令和元年度の事
業の成果

特別支援教育推進指導教員（ほほえみ先生）により、通常学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒に対してき
め細かな教育支援が可能となり、児童生徒の個々の具体的目標に合わせた学習および生活上の困難の改善・克
服を目的とした指導を計画的に実施することができた。児童生徒、教職員、保護者からもよい評価を得ることがで
き、学校の活性化を図ることができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

該当児童生徒数 業務取得
特別支援を受けている児童生徒数の割合　該当児童生徒数／必要児童生徒数 業務取得

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 38,801

31,300 特別指導教育推
470 校外学習引率旅

ⅳ効率性 3高い

10 校外学習入場料
38,801

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

対象となる児童生徒一人一人の多様なニーズに応じたきめ細やかな支援・指導の
ための時間の確保が課題である。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

事例報告と情報交換会の実
施

34,779 34,779 31,775

H30から
の繰越

③上記評価の理由
特別な支援を要する児童生徒の増加と個々の特性に応じた教育的ニーズの高まり
により、保護者の期待と信頼が大きいため。

①令和元年度の計画 研修及び巡回相談の充実
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 完了
現年分 31,775

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 3 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 14 14 14 人
ⅱ 9,800 9,800 9,800 時間
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 23,693 23,195
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 23,693 23,195

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 少人数教育推進に要する経費

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課

施策 132生きる力を育てる義務教育の充実 新泉　貴久

①前回
の評価
で掲げ
た内容

少人数指導の質の向上を図るため、きらり
先生研修会のみならず各種研修会でも効
果的な実施について指導支援していく。 ③令和２年

度に取組む
改革・改善
内容

少人数指導の質の向上を図るた
め、市教育委員会指導訪問および
要請訪問時に授業研究、協議会を
実施し、きらり先生研修会を含め、
効果的な実践について指導支援し
ていく。

②①に
基づく
取組み
結果

研修会を２回実施し、少人数指導の効果
的な学習形態の在り方の研修や情報交換
を行った。指導計画、指導報告を精査し、
授業改善に繋げる。

①目的 市内の児童生徒
意図（対象をどう
するのか）

児童生徒にきめ細やかな学習を行
うとともに、学校の活性化を図る。

②事務事業の概要
市内小中学校に１名ずつ少人数教育指導教員（きらり先生）を配置し、きめ細かな
学習指導を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

児童生徒、保護者、教職員は少人数指導教員の導入に好感を持っており、議会に
おいても少人数指導教育の推進に好意的である。

①令和元年度の事
業の成果

少人数指導教員（きらり先生）の配置により、各校チーム・ティーチングや少人数指導が可
能となり、児童生徒の学習意欲や基礎的な学力の向上を図る等、きめ細かな指導をするこ
とが出来た。児童生徒、教職員、保護者からもよい評価を得ることができ、学校の活性化を
図ることができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

きらり先生配置数 業務取得
きらり先生授業時間数 業務取得

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 31,100

22,955 少人数指導教員
229 校外学習引率旅

ⅳ効率性 3高い

10 校外学習引率入
31,100

計画事業費 予算額 決算額

①課題 効果的な少人数指導については日々授業改善を図っていく必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

H30から
の繰越

③上記評価の理由
学力向上のためにもきめ細やかな指導を行うことは重要であり、効果的な実施がな
されているが、さらに指導方法等について向上を図っていく必要があるため。

①令和元年度の計画
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成31年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 3 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度 単位

ⅰ 11 12 12 校
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成30年度決算 令和元年度決算

事業費（千円） 21,114 21,632
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 21,114 21,632

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H30⇒R1繰越

補正
流用・充当

令和２年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 学校運営に要する経費

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課

施策 132生きる力を育てる義務教育の充実 富田　浩司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

学校用務員の退職者が出た学校につい
て、新たな人員配置に代わり、民間委託に
より人件費の抑制を図る。 ③令和2年

度に取組む
改革・改善
内容

学校用務員業務について、学校お
よび委託業者と連携をとり、円滑な
学校運営を図る。②①に

基づく
取組み
結果

学校施設環境整備員について民間委託業
者と調整を行い、市内小中学校12校につ
いて委託を行った。

①目的 学校用務員の退職者
意図（対象をどう
するのか）

民間委託により人員補充を行う

②事務事業の概要
学校用務員の退職者が出た学校について、新たな人員配置に代わり、民間委託に
より人員補充を行う。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

平成15年度より3校の委託を開始し、平成30年度は12校について委託を行った。現在委託を行ってい
ない学校の委託についても、引き続き学校および委託業者と調整を行う。（北部小：令和6年度末、中
部小：令和18年度末　退職予定）

①令和元年度の事
業の成果

平成30年度より新たに委託を行った学校施設環境整備員（道野辺小）について、学
校及び業者と連携をとり、円滑な学校運営を図ることができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

民間委託とした学校数 業務取得

令和元年度決算（事業費）の主な内訳 令和2年度予算
金額（千円） 内容 23,711

24,224 児童生徒安全パトロール委託

ⅳ効率性 3高い

23,711

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

市職員の用務員が配置されている学校と業務内容に差違が生じないよう、学校お
よび業者との調整が必要となる。

②評価
ⅲ公平性 2普通

ⅴ総合評価 6精査・検証

0 0

H30から
の繰越

③上記評価の理由
人件費の削減を図るため、継続的に行う事業であり、今後も民間委託を推進する
必要があるため。

①令和元年度の計画
令和元年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況
現年分

④未完了・非着手の理由
令和2年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績


